
非耕作農地のまとまり。
（水田雑草群落）

100 年前は湿地・河川等
であった。湿地としての
ポテンシャルが高い非耕
作農地のまとまり。

・井土浦（いどうら）
と背後地
残存するクロマツ植
林と樹林跡地、非耕
作農地、湿地植生、
開放水域、干潟、砂
浜等、多様な自然の
まとまり。希少な種
を含む猛禽類、シギ・
チドリ類、トンボ類
等の昆虫類の生息。

・東谷地（ひがしやち）
新たにできた干潟。

ヨシ原（浮島）

樹林跡地のまとまり。

・鳥の海（とりのうみ）
変化途中の干潟
（稚魚の成育場、シギ・チドリ
類の生息地）

旧砂丘間低地
の非耕作農地
のまとまり。
ミズアオイ等
の希少な植物
の生育、メダ
カ等の希少な
魚類や昆虫類
の生息。

・名取川（なとりがわ）
河畔林（ヤナギ林）、湿地植生（ヨシ原）、
開放水域のまとまり。

非耕作農地、新たな湿地植生、
開放水域のまとまり。

非耕作農地のまとまり。

 

・七北田川（ななきたがわ）
河川と湿地植生（ヨシ原）のま
とまり。オオセッカの生息場。 ・蒲生干潟（がもうひがた）

砂浜、開放水域、干潟、新た
な水面などのまとまり。
シギ・チドリ類等、渡り鳥の
飛来地。変化途中の砂浜と砂
丘植生。

・蒲生の塩性植物群落
（特定植物群落）

・仙台湾沿岸の海岸林
（特定植物群落）

海藻は激減。
（アオサ粗生）

残存する砂浜と背後の樹林。

・塩田跡
干潟であったが、震災後は
干出しなくなった。

・万石浦（まんごくうら）
仙台湾北部の大規模の潟湖。
地盤沈下により、塩田跡などの震災
前の干潟の多くは干出しなくなった。
アマモ場は、黒島西岸など場所によっ
て残存するが、大きく衰退した場所
もある。他の沿岸に比べ、アマモ場
が良好な状態で残されている。

ホンダワラ
（粗生）

海藻は激減。
（アオサ、紅藻（粗生））

アマモ場は
　ほぼ消失。

・江島（えのしま）
希少な渡り鳥の飛来。

・足島（あしじま）

アマモ場は消失。

新たな水面のまとまり。

藻場は健全

 

砂浜
砂浜性生物の生息場。

・増田川（ますだがわ）
沿川のヨシ原のつながり。

・阿武隈川（あぶくまがわ）
　アユ、サケ、シロウオ等
の回遊性生物。

長大な砂浜
砂浜に依存する
生物の生息場。

新たに形成された
蛭塚（ひるづか）
の低湿地。

非耕作農地の
まとまり

100 年前は湿地だっ
た。湿地としてのポ
テンシャルが高い非
耕作農地のまとまり。

新たに形成された水面。希少
な種を含む湿性植物の生育、
メダカ、トンボ類等の生息。
希少な甲殻類であるハマガニ
の生息。

2012 生態系監視調査（藻場）
　湾口防波堤の倒壊により、
湾奥部で外洋性の藻類がみ
られる等の変化があった。
（女川湾）

2012 生態系監視調査
（海鳥繁殖地）
　ウトウ、オオミズ
ナギドリの繁殖地。
震災の影響は軽微で
あったが、ウトウ巣
穴数の減少がみられ
た。（足島）

良好な藻場のまとまり。
（三陸・仙台湾沿岸地域で最大面
積の藻場をもつ）
（海域のネットワークの拠点、魚
類の産卵場、稚魚の生育場）

残存樹林地、樹林跡地、非耕
作農地、砂浜のつながり。

希少な植物が生育する湿性環
境のまとまり。

島嶼部には希少な植物、トンボ類、
新たな湿地に希少な種を含む水生昆
虫等が生息。

島嶼の小湾は干拓地
が水没し、新たな水
面、干潟が形成され
ている。

コアマモの生育地としては、
現在県内で確認できる唯一の
場所。

砂浜（ポケットビーチ）、干潟、
藻場、アマモ場、残存樹林地、
湿地植生、新たな水面等、多様
な環境のまとまり。

開口部に位置する
残存樹林地、砂浜、
干潟、藻場等のま
とまり。

・松川浦（まつかわうら）
仙台湾最大の潟湖干潟
干出域減少。アサリ、カ
ニ類の他希少な種の生息
場、稚仔育成場として重
要。ノリ養殖等漁場とし
て重要。日本の白砂青松
百選。

宇田川、小泉川の水辺
と河畔林。

・大州海岸
（おおすかいがん）
砂浜と樹林跡地の
まとまり。
日本の渚百選。
砂丘植生を中心と
した希少な種の生
息。

非耕作農地のまとまり。
サギ類、シギ・チドリ類、
カモ類の採餌場。

シバナ、ハママツナ等の
希少な種を含む塩性湿地。

100 年前は湿地、河川等だった。
湿地としてのポテンシャルが高い
非耕作農地のまとまり。

ヨシ原と河畔林
鳥類や昆虫等の生
息場として重要。

2012 生態系監視調査（干潟）
　47 種（希少な種 7 種を含
む）の底生動物を確認。底
生動物相は回復傾向。
震災により規模縮小。（広浦）

2012 生態系監視調査
（干潟）
　36 種（希少な種 3
種を含む）の底生動
物を確認。底生動物
相は回復傾向。震災
により規模縮小、分
断化。（井土浦）

100 年前は湿地、河川等であっ
た湿地としてのポテンシャル
が高い所。

・仙台湾沿岸
（特定植物群落）

・仙台湾の海岸林
（特定植物群落）

・寺島地区
（てらしまちく）
樹林跡地に形成され
た新たな湿地植生等
の多様な撹乱環境。

・仙台湾沿岸の海岸林
（特定植物群落）

2012 生態系監視調査（干潟）
　54 種（希少な種 3 種を含む）の底生動物を確認。
環境は変化したが固有種も高密度でみられ回復傾向
にある。（万石浦）

2012 生態系監視調査（アマモ場）
　津波による撹乱は軽微だった
が地盤沈下が大きく干潟は水面
下となった。アマモ場も大きく
劣化した。（万石浦）　

・松島湾沿岸の海岸林
（特定植物群落）
島嶼の一部を除き、湾
内の森林・樹林が広く
指定されている。

砂浜、砂丘植生、湿地植生、
新たな水面のまとまり。
希少な種を含む植物の生育、
昆虫類等の生息。

・南蒲生（みなみがもう）
浅海域、砂浜、砂丘植生、樹林跡地、
残存植林地、非耕作農地のつながり。
（砂浜エコトーン）

樹林跡地には、砂浜植物が生育し、
樹林間には小湿地群が分布する。希
少な種を含む植物や昆虫類、鳥類、
アカテガニ等の甲殻類の生息。
撹乱による多様なモザイク環境と
なっている。

2012 生態系監視調査（アマモ場） 
　湾内のアマモ場は、震災により
甚大なダメージを受けたが、ス
ポット的に残存する株も確認され
ており、今後の回復過程に注目。
（松島湾）

2012 生態系監視調査（干潟） 
　58 種（希少な種 12 種を含む）
の底生動物を確認。大きな被害を
受けておらず、仙台湾への底生動
物供給源として重要。（松島湾）

2012 生態系監視調査（干潟）
　38 種（希少な種 3 種を含
む）の底生動物を確認。底
生動物相は回復しつつある。
海水交換不良による環境悪
化に懸念。（蒲生干潟）

2012 生態系監視調査（干潟）
　54 種（希少な種 7 種を含
む）の底生動物を確認。底
生動物相は回復傾向。（鳥の
海）

2012 モニタリングサイト 1000（干潟）
　62 種（希少な種 6 種を含む）の底生
動物を確認。その後の調査等により、
底生生物相の回復傾向を確認。（松川浦）

・夏浜（なつはま）、小屋取浜（こやどりはま）
　鳴り砂の浜、砂丘植物の種類が多い。

・広浦（ひろうら）
ヨシ原、干潟を有する湿地で、
希少な種を含むイトトンボ類
が生息していた。震災後は高
塩分化により、希少なイトト
ンボはみられなくなったが、
ヨシ原などの湿地環境のまと
まりが残存している。

アラメ藻場には被害なし。　　　　　　　
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